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第 42 号　（2）平成 27 年 11 月 1日 議 会 だ よ り

　
反
対
す
る
根
拠
の
具
体
例

を
2
点
述
べ
ま
す
。

　
1
点
目
は
、
秋
祭
り
へ
の

子
供
の
参
加
協
力
体
制
が
出

来
て
い
な
か
っ
た
点
で
す
。

子
供
の
頃
に
い
か
に
楽
し
い

思
い
出
を
残
し
て
あ
げ
ら
れ

る
か
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
か
ど

う
か
が
決
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
提
案
は
、
町

民
の
一
体
感
の
醸
成
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
私
に
と
っ
て

大
事
な
提
案
の
一
つ
で
し
た
。

　
2
点
目
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て
で

す
。
町
の
人
口
を
な
ん
と
し

て
も
増
や
し
た
い
な
ら
ば
、

活
用
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
よ
り
多
く
の
町
民
、

特
に
事
業
者
に
よ
く
理
解
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
町
政
座
談
会
等
で
も

町
民
に
周
知
す
る
方
法
は
あ

っ
た
は
ず
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
平
成
26
年
度

の
決
算
か
ら
は
、
最
重
要
課

題
で
あ
る
人
口
減
少
へ
の
危

機
感
も
、
そ
の
課
題
へ
の
対

策
に
全
力
で
取
り
組
む
意
欲

も
伝
わ
っ
て
こ
な
い
結
果
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
反
対
し

ま
す
。

　
1
点
目
に
つ
い
て
は
、
町

財
政
が
電
源
三
法
交
付
金
に

依
存
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
長
期
的
に
考
え
る
と
、
こ

の
ま
ま
の
核
燃
へ
の
継
続
的

な
依
存
は
、
最
終
的
に
行
き

詰
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に

原
燃
の
問
題
は
、
福
島
の
事

故
以
来
、
現
在
も
非
常
に
厳

し
い
状
態
で
す
。
核
燃
に
頼

ら
な
い
予
算
を
編
成
し
、
決

算
に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
2
点
目
は
、
防
災
に
対
し

て
力
が
注
が
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。
　

　
昨
今
の
自
然
災
害
等
に
よ

り
、
全
国
的
に
大
き
な
被
害

が
出
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
我
が
町
の
災
害
時
の

避
難
態
勢
に
は
不
備
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
賛
成
委
員

　
　
　
三
上
　
正
二

　
　
　
白
石
　
　
洋

　
　
　
中
村
　
正
彦

　
　
　
田
島
　
政
義

　
　
　
松
本
　
祐
一

　
　
　
田
嶋
　
弘
一

　
　
　
盛
田
惠
津
子

　
　
　
瀬
川
　
左
一

　
　
　
岡
村
　
茂
雄

　
　
　
澤
田
　
公
勇

　
　
　
小
坂
　
義
貞

　
　
　
二
ツ
森
英
樹

哘　　清悦 委員

佐々木寿夫 委員

反 

対 

討 

論

反 

対 

討 

論

９
月
１
日
・
８
日
・
９
日

決
算
審
査

特
別
委
員
会

委
員
長附

　
田
　
俊
　
仁

副
委
員
長

澤
　
田
　
公
　
勇

代
表
監
査
委
員

野
　
田
　
幸
　
子

平成 26 年度各会計歳入歳出決算

決算審査特別委員会

賛成多数で認定（賛成 12、反対 2）

決算審査特別委員会の様子



（3）　第 42 号 平成 27 年 11 月 1日議 会 だ よ り

平成 26 年度　一 般 会 計 決 算

歳　出 96億7,758万9,230円

総 務 費 13億7,478万6,530円

民 生 費 17億3,987万7,769円

衛 生 費 11億0,401万2,674円

土 木 費 7億6,531万2,388円

教 育 費 9億9,060万9,672円

公 債 費 14億3,243万2,354円

諸 支 出 金 11億8,662万5,333円

議 会 費 1億0,712万4,041円

労 働 費 105万2,167円

農 林 水 産 業 費 3億6,115万2,890円

商 工 費 3億0,012万1,502円

消 防 費 2億8,015万0,213円

災 害 復 旧 費 3,433万1,697円

歳　入 98億0,888万8,232円

自 主 財 源 27億1,404万9,159円

町 税 18億8,030万7,814円

繰 入 金 4億3,520万7,647円

そ

の

他

分 担 金 及 び 負 担 金 1億2,645万7,337円

使 用 料 及 び 手 数 料 8,253万8,134円

財 産 収 入 4,492万8,411円

寄 附 金 164万7,550円

繰 越 金 7,602万0,910円

諸 収 入 6,694万1,356円

依 存 財 源 70億9,483万9,073円

地 方 交 付 税 45億8,367万3,000円

国 ・ 県 支 出 金 18億0,093万1,071円

町 債 3億3,810万0,000円

そ

の

他

地 方 譲 与 税 1億5,248万8,002円

利 子 割 交 付 金 246万3,000円

配 当 割 交 付 金 556万7,000円

株式等譲渡所得割交付金 231万6,000円

地 方 消 費 税 交 付 金 1億8,410万0,000円

自動車取得税交付金 1,962万2,000円

地 方 特 例 交 付 金 306万7,000円

交通安全対策特別交付金 251万2,000円

歳　　　入   98億0,888万8,232円
歳　　　出 96億7,758万9,230円
差　引　額 1億3,129万9,002円
◎差引額のうち、７千万円を基金に繰入

一般会計対前年度比較表 （単位：円）

区　　分 予 算 現 額
歳　　　　　　入 歳　　　　出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額  不用額 ※2
平成26年度 9,988,422,000 9,808,888,232 307,734,981 9,677,589,230 222,312,000 88,520,770

平成25年度 10,122,494,000 10,107,472,092 199,911,240 9,931,451,182 94,709,000 96,333,818

差　引　額 △134,072,000 △298,583,860 107,823,741 △253,861,952 127,603,000 △　7,813,048

※1　収入未済額＝見込んだ収入額と実際の収入額との差額　　※2　不用額＝経費の節減等により支出が減となった額

　審査に付された各決算は関係書類と照合した結果、計数において誤りがなく、各決算の内容及び予算の執行

については議決予算によって執行されており、法令規則に基づいて適切に処理されているものと認めた。

　町税・国民健康保険税及び税外収入に係る不納欠損処理については、今後とも適正な対応が望まれる。

　また、現年課税分の収入未済額については、町税・国民健康保険税及び税外収入（住宅使用料、水道使用料

等）に年々減少の傾向がみられるものの、賦課徴収の公平性確保はもとより、徴収率を向上させて収入未済額

を極力解消するよう、なお一層の厳しい対応が望まれる。

総務費
14.21%

民生費
17.98%

衛生費
11.41%

土木費
7.91%

教育費
10.24%

公債費
14.80%

諸支出金
12.26%

議会費・労働
費・農林水産
費・商工費・
消防費・災害
復旧費
11.19%

歳出
繰入金
4.44%

町税
19.17%

地方交付税
46.73%

国・県支出金
18.36%

町債
3.45%

依存財源
72.33%

その他
3.79％

歳入

自主財源
27.67%

その他
4.06%

監査委員審査意見



第 42 号　（4）平成 27 年 11 月 1日 議 会 だ よ り

特  別  会  計  決  算
◎ 国民健康保険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成26年度 2,252,578,000 2,221,346,129 133,954,336 2,221,346,129 0 31,231,871

平成25年度 2,367,640,000 2,318,017,542 155,034,565 2,318,017,542 0 49,622,458

差　引　額 △115,062,000 △96,671,413 △21,080,229 △96,671,413 0 △18,390,587

◎ 後期高齢者医療  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成26年度 335,336,000 335,280,955 39,000 335,114,953 0 221,047

平成25年度 342,803,000 342,686,886 105,700 342,562,376 0 240,624

差　引　額 △7,467,000 △7,405,931 △66,700 △7,447,423 0 △19,577

◎ 介 護 保 険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成26年度 2,297,318,000 2,306,509,918 7,608,320 2,242,636,059 0 54,681,941

平成25年度 2,207,615,000 2,216,285,683 6,859,896 2,184,192,057 0 23,422,943

差　引　額 89,703,000 90,224,235 748,424 58,444,002 0 31,258,998

◎ 介護サービス事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成26年度 6,504,000 6,597,439 0 5,844,605 0 659,395

平成25年度 9,162,000 9,204,962 0 9,052,396 0 109,604

差　引　額 △2,658,000 △2,607,523 0 △3,207,791 0 549,791

◎ 七戸霊園事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成26年度 3,168,000 3,178,752 0 3,128,788 0 39,212

平成25年度 2,493,000 2,507,093 4,800 2,460,760 0 32,240

差　引　額 675,000 671,659 △4,800 668,028 0 6,972

◎ 公共下水道事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成26年度 428,419,000 428,846,728 7,643,121 428,203,724 0 215,276

平成25年度 523,968,000 491,860,834 40,272,532 448,953,906 73,980,000 1,034,094

差　引　額 △95,549,000 △63,014,106 △32,629,411 △20,750,182 △73,980,000 △818,818

◎ 農業集落排水事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成26年度 60,603,000 60,635,344 2,883,454 60,592,409 0 10,591

平成25年度 59,476,000 59,499,179 2,865,664 59,463,640 0 12,360

差　引　額 1,127,000 1,136,165 17,790 1,128,769 0 △1,769

◎ 水 道 事 業 (収益的収支)  (単位：円)

区   分
歳　　　　　　　　入 歳 　　　　　　　　出

予 算 現 額 決算額(税込)  決算額(税抜) 予 算 現 額 決算額(税込) 決算額(税抜) 不用額※2
平成26年度 463,976,000 467,100,398 446,404,849 315,467,000 266,935,619 262,260,602 48,531,381

平成25年度 289,722,000 291,271,142 277,734,996 281,363,000 219,761,617 217,176,706 61,601,383

差　引　額 174,254,000 175,829,256 168,669,853 34,104,000 47,174,002 45,083,896 △13,070,002

  (※1、※2は、3ページ注訳参照)



（5）　第 42 号 平成 27 年 11 月 1日議 会 だ よ り

　
町
立
七
戸
幼
稚
園
の
廃
園

に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
同
意

○
保
育
の
必
要
性
の
認
定
基

　

準
に
関
す
る
条
例
改
正

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
施
行
に
伴
い
、
改
正
す
る

も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

　

の
改
正

　
天
間
西
児
童
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
伴
い
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
改
正
す
る

も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
町
道
路
線
の
認
定

　
甲
田
沼
12
号
線
３
７
５．

５
メ
ー
ト
ル
を
町
道
に
認
定

す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
27
年
度
補
正
予
算

（
左
表
参
照
）

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ

　

く
健
全
化
比
率
及
び
資
金

　

不
足
比
率
の
報
告

　

（
下
表
）

☆
報
　
告

○
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保

　

険
者
の
利
益
の
た
め
の
安

　

全
か
つ
確
実
な
運
用
に
関

　

す
る
意
見
書
の
提
出

　
　
賛
成
５
人
　
反
対
10
人

☆
否
　
決

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

　

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

賛
成
８
人
　
反
対
７
人

☆
可
　
決

○
国
際
平
和
支
援
法
・
平
和

　

安
全
法
整
備
法
案
制
定
に

　

反
対
す
る
意
見
書
の
提
出

賛
成
８
人
　
反
対
７
人

☆
可
　
決

【
条
例
の
改
正
関
係
】

○
七
戸
町
課
設
置
条
例
の
改

　

正
　
新
た
に
、
地
域
お
こ
し
総

合
戦
略
課
を
設
置
す
る
た
め

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改

　

正
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
基
づ
き
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
防
災
会
議
条
例
の
改
正

　
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
改
正
す
る
の
も
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
災
害
対
策
本
部
条
例
改
正

　
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
改
正
す
る
の
も
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
手
数
料
条
例
の
改
正

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
基
づ
き
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
七
戸
幼
稚
園
設
置
条
例
を

　

廃
止
す
る
条
例

報

告

議

案

平成27年度9月補正予算
区　　　分 補 正 額 予 算 総 額

一 般 会 計 2億610万9千円 → 106億2,494万3千円

特
別
会
計

介 護 保 険 4,469万9千円 → 23億6,773万7千円

七戸霊園事業 7千円 → 194万0千円

公共下水道事業 △108万1千円 → 4億1,810万4千円

農業集落排水事業 138万0千円 → 6,229万7千円

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

○
歳
入
の
主
な
も
の

・
地
方
交
付
税 

１
億
７
６
２
８
万
円

・
国
庫
支
出
金 

　
　
５
２
８
５
万
円

・
繰
入
金 

　
　
１
４
５
０
万
円

○
歳
出
の
主
な
も
の

・
土
木
費
等
（
道
路
橋
梁
費
）

　
（
除
雪
作
業
業
務
委
託
料
及
び
道
路

　
維
持
作
業
業
務
委
託
料
　
他
）

 

１
億
６
３
５
８
万
円

・
教
育
費
等
（
中
学
校
費
）

　
（
七
戸
中
学
校
屋
外
運
動
場
等
改
修

　
測
量
設
計
業
務
委
託
料
　
他
）

 
　
　
２
９
７
９
万
円

・
教
育
費
等
（
保
健
体
育
費
）
　
　

　
（
天
間
林
体
育
館
・
屋
内
温
水
プ
ー

　
ル
消
防
設
備
改
修
工
事
費
　
他
）

 

　
　
２
７
７
３
万
円

健全化判断比率・資金不足比率
平成26年度七戸町

における比率
国の示す

早期健全化基準
　①～④のいずれかの数値が、国の示す基準数値を
超えた場合は、破たん寸前の「早期健全化団体」に
指定され、財政再建計画などが義務付けられる。
　⑤の資金不足比率は、公営企業会計（水道、下水
道）の営業収益に対する手持ち資金の不足額の割合
で、低いほど健全とされる。
　七戸町は、すべての項目が数値を下回っているの
で、弾力ある財政運営が可能になっている。

①実質赤字比率 ―  (%) 14.10 (%)

②連結実質赤字比率 ―  (%) 19.10 (%)

③実質公債費比率 8.8 (%) 25.0  (%)

④将来負担比率 43.8 (%)

⑤資金不足比率 ―  (%) 20.0  (%)

350.0  (%)

９ 

月 

定 

例 

会

　
平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
１
日
に
開
会
し
、

瀬
川
左
一
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
、
会
期

を
11
日
ま
で
の
11
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
１
日
は
、
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
、
３
日
は
一
般
質
問
（
３
人
）
、
８

日
・
９
日
は
、
委
員
会
で
決
算
審
査
、
最
終
日
の
11
日

は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議

案
可
決
さ
れ
予
定
ど
お
り
閉
会
し
ま
し
た
。

発　

議
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○
七
戸
町
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
３
号
）
　

　
５
０
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
０
４
億
１
千
８
８

３
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

☆
　
全
会
一
致
で
可
決

〔
物
品
購
入
契
約
の
締
結
〕

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
交
換

　

購
入
（
中
型
バ
ス
）

　
バ
ス
購
入
契
約
の
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。☆

　
全
会
一
致
で
可
決

○
除
雪
ド
ー
ザ
５
ｔ
級
購
入

　
除
雪
ド
ー
ザ
２
台
の
購
入

契
約
の
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

☆
　
全
会
一
致
で
可
決

〔
工
事
請
負
契
約
の
締
結
〕

○
天
間
林
中
学
校
校
舎
新
築

　

工
事

　
工
事
契
約
の
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

☆
　
全
会
一
致
で
可
決

○
天
間
林
中
学
校
校
舎
電
気

　

設
備
工
事

　
電
気
設
備
工
事
の
契
約
の

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

☆
　
全
会
一
致
で
可
決

○
天
間
林
中
学
校
校
舎
機
械

　

設
備
工
事

　
機
械
設
備
工
事
の
契
約
の

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

☆
　
全
会
一
致
で
可
決

○
七
戸
町
防
災
行
政
無
線
施

　

設
整
備
工
事

　
工
事
契
約
の
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

☆
　
全
会
一
致
で
可
決

○
（
仮
称
）
七
戸
町
天
間
西

　

児
童
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事

　
建
築
工
事
契
約
の
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。☆

　
全
会
一
致
で
可
決

○
中
部
上
北
広
域
事
業
組
合

　

規
約
の
変
更

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
組
合
の
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

☆
　
全
会
一
致
で
可
決

○
上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事

　

務
組
合
規
約
の
変
更

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
組
合
の
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

☆
　
全
会
一
致
で
可
決

　
平
成
27
年
10
月
10
日

（
土
）
中
央
商
店
街
を
メ
イ

ン
会
場
に
２
０
１
５
ド
ラ
キ

ュ
ラ
フ
ェ
ス
タ
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
当
日
の
参
加
者
は
８
０
０

人
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
で
、

中
で
も
親
子
連
れ
の
参
加
者

が
多
く
賑
わ
い
を
み
せ
て
お

り
ま
し
た
。

議

案

第
２
回

臨 
時 
会

平
成
27
年
７
月
21
日

一年ぶりに復活したドラキュラ伯爵

｢天魔の里の、吸血鬼のはなし｣の巨大絵本を観賞する来場者

ド
ラ
キ
ュ
ラ
フ
ェ
ス
タ
開
催

七
戸
ド
ラ
キ
ュ
ラ
de
ま
ち
お
こ
し
実
行
委
員
会
主
催
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議　

員

　

町
の
人
間
ド
ッ
ク
や
特
定

検
診
で
は
、
癌
、
心
疾
患
の

検
査
料
の
助
成
は
し
て
い
る

が
、
脳
卒
中
な
ど
脳
血
管
疾

患
、
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は

カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
。

　

県
、
町
の
死
亡
原
因
の
順

位
の
最
新
デ
ー
タ
は
。

町
　
長

　
平
成
25
年
度
青
森
県
人
口

動
態
統
計
の
概
況
に
よ
る
と
、

１
位
が
癌
、
２
位
が
心
疾
患
、

３
位
が
肺
炎
、
４
位
が
脳
血

管
疾
患
、
当
町
で
は
、
３
位

ま
で
は
同
じ
で
、
４
位
が
老

衰
、
脳
血
管
疾
患
は
５
位
と

な
っ
て
い
る
。

議　

員

　

死
亡
原
因
の
割
合
は
高
く

は
な
い
と
い
う
も
の
の
、
寝

た
き
り
原
因
の
第
１
位
が
脳

血
管
疾
患
で
あ
り
、
そ
の
予

防
の
た
め
の
脳
ド
ッ
ク
検
診

は
、
多
額
な
費
用
が
か
か
る
。

　

町
が
そ
の
費
用
の
助
成
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　
あ
ら
ゆ
る
検
診
の
費
用
を

助
成
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

理
想
だ
が
、
実
際
は
死
亡
原

因
の
順
位
が
高
く
、
死
亡
割

合
の
高
い
疾
患
か
ら
順
に
対

応
し
て
い
る
状
況
。
脳
ド
ッ

ク
の
費
用
の
助
成
は
、
今
後

の
検
討
課
題
と
捉
え
て
い
る

が
、
現
時
点
で
予
定
は
な
い
。

議　

員

　

小
さ
な
町
の
美
術
館
と
し

て
開
館
さ
れ
た
鷹
山
宇
一
美

術
館
は
道
の
駅
や
七
戸
十
和

田
駅
と
相
ま
っ
て
存
在
感
を

増
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

美
術
館
で
管
理
し
て
い
る
美

術
品
の
種
類
、
所
有
者
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

　
町
が
所
有
す
る
も
の
は
、

鷹
山
宇
一
氏
油
彩
画
９
点
、

鳥
谷
幡
山
氏
の
掛
け
軸
中
心

の
日
本
画
21
点
、
上
泉
華
陽

氏
の
墨
絵
１
点
、
石
版
画
や

ブ
ロ
ン
ズ
等
４
点
、
西
洋
オ

イ
ル
ラ
ン
プ
が
１
４
６
点
、

ス
ペ
イ
ン
陶
器
２
８
５
点
、

合
計
４
６
５
点
。

　
公
益
財
団
法
人
鷹
山
宇
一

記
念
美
術
振
興
会
が
所
有
す

る
美
術
作
品
68
点
、
美
術
資

料
は
78
点
、
合
計
１
４
６
点
。

　
ほ
か
に
、
財
団
へ
個
人
・

団
体
等
か
ら
寄
託
さ
れ
た
も

の
が
約
３
０
０
点
で
あ
る
。

議　

員

　

美
術
品
と
台
帳
と
の
照
合
、

美
術
品
の
管
理
場
所
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　
町
所
有
の
美
術
作
品
は
、

年
１
回
、
現
品
と
台
帳
の
突

き
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

　
管
理
は
、
美
術
館
内
と
展

示
室
、
絵
画
等
は
収
蔵
庫
で
、

陶
器
等
の
美
術
品
は
倉
庫
で

保
管
し
て
い
る
。

議　

員

　

図
書
整
理
の
状
況
は
。

教
育
長

　
図
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
現

在
も
整
理
作
業
を
行
っ
て
い

る
。

議　

員

　

こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
は
。

教
育
長

　
書
籍
等
の
最
終
的
な
整
理

の
方
向
性
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
等
の
課
題
も
生
じ
て

い
る
の
で
、
今
後
は
盛
田
氏
、

盛
田
文
庫
の
会
、
教
育
委
員

会
で
協
議
し
て
い
く
。

議　

員

　

町
は
、
地
方
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
の
た
め
に
プ
レ
ミ

ア
ム
率
３
割
の
商
品
券
の
発

行
を
行
っ
た
が
、
ど
れ
ぐ
ら

い
の
人
が
購
入
し
、
最
も
多

く
購
入
し
た
人
は
。

町
　
長

　
七
戸
・
天
間
林
両
商
工
会

で
９
０
０
人
。
最
も
多
く
購

入
し
た
人
は
、
40
セ
ッ
ト
だ

が
、
職
場
の
同
僚
の
分
も
合

わ
せ
て
の
購
入
と
い
う
の
が

実
情
で
あ
る
。

議　

員

　

売
り
切
れ
で
購
入
で
き
な

か
っ
た
人
が
い
る
と
聞
い
た

が
、
販
売
方
法
に
工
夫
の
余

地
は
な
か
っ
た
か
。

町
　
長

　
過
去
の
商
品
券
事
業
の
反

省
も
あ
り
、
今
回
も
完
売
ま

で
は
数
日
を
要
す
る
と
想
定

し
た
が
実
際
は
即
日
完
売
と

な
り
、
購
入
で
き
な
か
っ
た

町
民
の
方
へ
は
申
し
訳
な
い

思
い
で
い
る
。

議　

員

　

町
の
既
存
商
店
と
郊
外
の

大
規
模
店
舗
の
商
品
券
使
用

割
合
は
。

町
　
長

　
８
月
20
日
現
在
で
、
大
型

店
舗
65
％
、
地
元
商
店
が
35

％
と
な
っ
て
い
る
。

議　

員

　

町
の
商
品
券
発
行
に
係
る

手
数
料
は
、
商
工
会
に
支
払

っ
て
い
る
か
。

町
　
長

　
交
付
金
事
業
な
の
で
事
務

手
数
料
は
該
当
し
な
い
。

佐々木寿夫 議員
脳ドック検診費用助成を

一 般 質 問

一問一答方式

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

町
立
盛
田
記
念
図
書
館

 （
盛
田
文
庫
）の
あ
り
方
は

美
術
館
の
美
術
品
の

　
　
　
　
管
理
状
況
は

町長 リスクの高いものから
　　　　　 助成していく
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議　

員

　

最
近
国
、
県
、
そ
し
て
各

市
町
村
の
橋
梁
補
修
工
事
の

発
注
が
見
受
け
ら
れ
て
い
る

中
で
、
我
が
町
の
老
朽
化
す

る
道
路
橋
の
現
状
は
。

町
　
長

　
現
在
、
町
道
と
し
て
管
理

す
る
道
路
橋
は
１
０
２
橋
。

う
ち
、
建
設
後
50
年
を
経
過

す
る
橋
梁
は
３
橋
あ
り
、
10

年
後
に
は
、
全
体
の
27
％
の

橋
梁
が
50
年
を
経
過
す
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
る
。

議　

員

　

一
般
的
に
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
耐
用
年
数
は
、
50
年
と

い
わ
れ
て
い
る
中
で
、
町
は

今
後
の
橋
梁
補
修
工
事
を
ど

の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
か
。

町
　
長

　
町
は
、
平
成
22
年
度
に｢

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画｣

を
策
定
し
、
同
計
画
に
基
づ

き
事
業
を
実
施
。

　
対
象
橋
梁
ご
と
に
概
ね
の

点
検
時
期
、
修
繕
の
内
容
・

時
期
、
架
け
替
え
時
期
等
の

計
画
を
定
め
、
従
来
の
事
後

的
な
修
繕
・
架
け
替
え
か
ら
、

予
防
的
な
修
繕
・
架
け
替
え

を
図
り
、
費
用
の
縮
減
を
図

っ
て
い
く
。

議　

員

　

修
繕
計
画
に
基
づ
い
て
橋

梁
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
説
明
だ
が
、
現
時
点

で
橋
梁
の
点
検
及
び
計
画
の

策
定
の
進
捗
は
。

建
設
課
長

　
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点

で
、
94
橋
の
調
査
点
検
が
完

了
。
修
繕
計
画
策
定
済
み
の

橋
梁
は
30
橋
。
今
年
度
策
定

す
る
35
橋
と
合
わ
せ
て
65
橋

と
な
り
、
策
定
率
は
64
％
の

見
込
み
で
あ
る
。

議　

員

　

鉢
森
平
地
区
は
軟
弱
地
盤

で
あ
る
た
め
、
堤
防
が
水
田

の
高
さ
ま
で
沈
下
し
て
お
り
、

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
堤

防
が
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
早
期
に
二
ツ
森
川
の

河
川
補
修
整
備
を
計
画
で
き

な
い
か
。

町
　
長

　
当
該
地
区
の
河
川
堤
防
施

設
の
破
損
・
劣
化
状
態
は
著

し
い
も
の
と
町
で
も
認
知
し

て
い
る
。

　
榎
林
土
地
改
良
区
か
ら
も

被
害
の
状
況
報
告
と
堤
防
の

嵩
上
げ
等
の
整
備
要
望
を
受

け
て
い
て
、
所
管
し
て
い
る

県
に
対
し
、
堤
防
補
修
・
整

備
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

議　

員

　

改
善
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
条
件
の
適
さ
な
い
耕
作

地
が
耕
作
放
棄
地
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
早

め
の
対
策
を
。

町
　
長

　
町
と
し
て
も
被
害
の
甚
大

さ
を
憂
慮
。
農
業
生
産
活
動

に
も
支
障
を
来
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
県
に
対
し
、

堤
防
の
補
修
・
整
備
を
引
き

続
き
、
強
く
要
望
し
て
い
く
。

議　

員

　

町
道
貝
塚
、
甲
田
線
は
、

住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
大

変
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

　

李
沢
踏
切
内
の
線
路
中
央

部
の
段
差
が
あ
ま
り
に
も
あ

り
、
踏
切
内
を
横
断
す
る
一

般
車
両
等
が
大
変
危
険
を
感

じ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

早
急
に
対
策
を
。

町
　
長

　
現
地
調
査
を
行
い
、
現
状

を
確
認
。
踏
切
の
保
安
管
理

者
で
あ
る｢

青
い
森
鉄
道｣

に

対
し
、
要
望
し
て
い
て
、
工

事
の
日
程
調
整
中
と
返
事
を

頂
い
て
い
る
が
、
な
る
べ
く

早
い
時
期
で
の
工
事
を
再
度

要
請
す
る
。

小坂　義貞  議員

鉢
森
平
地
区
の

　
　
河
川
堤
防
対
策
は

一問一答方式

老朽化する
　　　道路橋の対策は

町長 計画的な修繕、補修、
架け替えを実施していく

町
道
に
係
わ
る

　
　
　
　
踏
切
対
策
は
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議　

員

　

ま
ず
、
「
七
戸
町
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
た
め
に
、

七
戸
町
の
認
知
度
を
向
上
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

「
ド
ラ
キ
ュ
ラ
de
ま
ち
お

こ
し
実
行
委
員
会
」
が
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
ト
ム
ス
マ
氏
に
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
依
頼
を
し
、
町

民
の
誰
も
が
使
え
る
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
考
案
し
て
も
ら
っ
た

が
、
そ
の
普
及
を
図
る
手
段

と
し
て
、
山
車
団
地
東
側
の

壁
に
大
型
看
板
を
設
置
す
る

の
が
最
良
だ
と
考
え
た
が
、

町
長
の
考
え
は
。

町
　
長

　
任
意
団
体
が
独
自
に
作
成

し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
、
大
型

看
板
と
し
て
公
共
的
な
施
設

に
設
置
す
る
と
こ
と
は
、
町

公
認
と
の
誤
解
を
受
け
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
で
き
な
い
。

議　

員

　

町
の
特
産
品
で
も
あ
る
ト

マ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い

て
の
町
長
の
考
え
は
。

町
　
長

　
米
の
地
位
低
下
が
著
し
い

た
め
、
複
合
経
営
に
よ
る
農

業
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
ト
マ
ト
を
中
心
と
し
た

施
設
園
芸
、
野
菜
へ
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
る
。

　
ト
マ
ト
は
特
に
近
年
、
作

付
面
積
が
増
加
し
、
七
彩
館

で
は
ニ
ン
ニ
ク
、
長
芋
に
次

ぐ
販
売
額
と
な
っ
て
い
て
、

購
入
者
か
ら
も
フ
ル
ー
ツ
の

よ
う
な
ト
マ
ト
が
買
え
る
と

好
評
を
得
て
い
る
。

　
糖
度
の
高
い
ト
マ
ト
が
増

え
る
こ
と
は
評
価
が
高
ま
り

有
利
販
売
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。
ト
マ
ト
を
基
幹

作
物
の
一
つ
と
位
置
付
け
、

産
地
間
競
争
に
勝
つ
た
め
に
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
工
夫

を
凝
ら
し
て
進
め
た
い
。

議　

員

　

ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
、
ト
マ

ト
農
家
が
食
味
の
向
上
を
目

指
す
仕
組
み
作
り
が
必
要
。

　

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
の
農

林
畜
産
物
共
進
会
で
、
大
き

さ
・
形
状
・
色
に
よ
る
従
来

の
選
考
方
法
に
、
比
重
・
糖

度
・
コ
ク
濃
度
・
断
面
形
状

等
の
評
価
項
目
を
追
加
し
、

試
食
を
行
っ
て
町
長
賞
を
決

め
て
は
ど
う
か
。

　

そ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

は
、
農
協
の
指
導
員
が
農
家

を
指
導
す
る
際
の
貴
重
な
デ

ー
タ
に
も
な
る
。

町
　
長

　
大
変
に
結
構
な
こ
と
。
農

協
で
は
現
在
、
糖
度
で
区
分

け
し
た
販
売
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
糖
度
の
高
い
ト
マ
ト

を
生
産
で
き
て
い
る
農
家
も

あ
る
の
で
、
七
戸
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
先
行
し
て
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
い
考
え
は
あ
る
。

議　

員

　

ゆ
う
き
青
森
農
協
が
来
年

４
月
に
設
立
す
る
農
業
生
産

法
人
は
、
就
農
を
目
指
す
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
皿

と
し
て
最
適
だ
と
思
う
。

　

同
農
協
と
連
携
し
、
協
力

隊
を
受
け
入
れ
る
考
え
は
あ

る
か
。

町
　
長

　
単
に
農
家
の
労
働
力
不
足

を
補
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
制
度
は
馴
染
ま
な
い
。

　
農
協
が
こ
の
制
度
を
ど
の

く
ら
い
理
解
し
、
ど
う
活
用

で
き
る
か
十
分
な
協
議
が
必

要
。
協
力
隊
活
動
終
了
後
に
、

実
際
、
町
に
定
住
で
き
る
よ

う
な
仕
事
が
ど
の
程
度
あ
る

の
か
、
よ
く
精
査
し
、
活
用

に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

議　

員

　

制
度
の
周
知
活
動
を
強
化

す
べ
き
で
は
。

町
　
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
趣

旨
や
目
的
を
し
っ
か
り
理
解

し
、
具
体
的
な
課
題
を
示
し

て
活
動
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
誌
を
活
用
し
て
積
極
的
に

周
知
を
図
る
。

議　

員

　

関
東
圏
等
の
大
学
に
進
学

し
、
地
元
就
職
を
希
望
す
る

人
が
、
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、

副
町
長
は
こ
の
活
用
例
を
ど

う
思
う
か
。

副
町
長

　
地
元
出
身
の
Ｕ
タ
ー
ン
者

が
協
力
隊
と
し
て
来
る
こ
と

は
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。

　
七
戸
高
校
の
進
学
予
定
の

生
徒
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
約
16
％
が
帰
っ

て
き
た
い
と
回
答
。
今
後
、

県
外
の
大
学
生
に
向
け
て
、

リ
ク
ナ
ビ
に
登
録
し
て
い
な

い
県
内
企
業
の
情
報
を
送
付

す
る
事
業
も
展
開
し
た
い
。

町長 産地間競争に勝つために進める

哘　　清悦 議員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

　
　
農
業
生
産
法
人
に

先ずはトマトのブランド化を

一問一答方式
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◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
27
年
８
月
19
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
26
年
度
滞
納
状
況
及
び
不
納
欠
損

　
　
　
　
　
（
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
税
務
課
長
よ

　
　
　
　
　
り
滞
納
状
況
等
の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
27
年
８
月
18
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
26
年
度
滞
納
状
況
（
住
宅
使
用
料
・

　
　
　
　
　
水
道
使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
建
設
課
長
・

　
　
　
　
　
上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の
説
明
を
受
け

　
　
　
　
　
協
議
し
た
。

　◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
27
年
８
月
19
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
26
年
度
滞
納
状
況
（
奨
学
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
　
・
保
育
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
学
務
課
長
・

　
　
　
　
　
社
会
生
活
課
長
・
町
民
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の

　
　
　
　
　
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。
　

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
27
年
８
月
21
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
提
出
議
案
等

　
　
　
　
　
②
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法

　
内
　
容
　
総
務
課
長
・
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
等
の
説

　
　
　
　
　
明
を
受
け
た
後
、
一
般
質
問
、
陳
情
の
取
り
扱

　
　
　
　
　
い
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法
、
会

　
　
　
　
　
期
日
程
等
を
審
議
し
た
。

◎
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
27
年
10
月
７
日
・
15
日

　
案
　
件
　
「
し
ち
の
へ
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

　
内
　
容
　
11
月
１
日
発
行
の
「
し
ち
の
へ
議
会
だ
よ
り
」

　
　
　
　
　
42
号
の
編
集
作
業
を
実
施
し
た
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

編
集
後
記

ま
す
が
、
議
事
の
内
容
が
中

心
と
な
る
た
め
、
ど
う
し
て

も
活
字
が
多
く
な
り
ま
す
　

　
町
の
広
報
に
は
議
事
の
報

告
が
掲
載
さ
れ
な
い
の
で
、

そ
の
記
録
と
し
て
活
用
し
て

頂
く
た
め
に
も
、
更
な
る
工

夫
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
岡
　
村
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
員
　
岡
　
村
　
茂
　
雄

　
　
　
　
哘
　
　
　
清
　
悦

　
　
　
　
澤
　
田
　
公
　
勇

　
　
　
　
小
　
坂
　
義
　
貞

民
に
読
ま
れ
、
議
会
活
動
が

伝
わ
る
議
会
報
の
基
本
と
編

集
技
術｣

と
題
し
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
５
町
村
議

会
広
報
に
つ
い
て
具
体
的
な

工
夫
点
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
今
後
の
編
集

作
業
に
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始

ま
っ
て
、
様
々
な
行
政
効
率

が
期
待
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
詐
欺
に

ま
つ
わ
る
事
件
が
出
始
め
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
よ
く

理
解
で
き
な
い
高
齢
者
な
ど

の
個
人
情
報
の
管
理
が
気
に

な
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
、
み
な
さ

ん
に
身
近
な
も
の
に
し
て
頂

け
る
よ
う
に
、
毎
回
編
集
会

議
で
様
々
な
意
見
交
換
を
し

　
８
月
28
日
に
青
森
市
で
開

催
さ
れ
た
、
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
広
報
研
修
会
に

５
名
の
委
員
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
統
一
地
方
選
挙

の
年
で
新
た
な
広
報
編
集
委

員
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
研

修
会
場
が｢

県
共
同
ビ
ル｣

か

ら｢

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ

ア
ラ
ス
カ｣

に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

　
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
講

師
の
芳
野
政
明
氏
か
ら｢

住

今回アドバイスを受けた県内５町村の議会だより

広報研修会出席報告


